
 

フォトクロミック結晶の近接場光の空間分布により生成した Schubert 多項式の多様性 
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我々は光と物質の合成系を用いた意思決定機構の実現に向け，フォトクロミック単結晶における局所的光異性

化に着目し研究を進めている．先行研究では，フォトクロミック結晶の機械的歪みと光異性化の空間的分布によ

る分岐と選択を含む連鎖現象である可能性を，近接場光顕微鏡による観察で示した[1]．さらに，ナノスケールで

複雑に光異性化したフォトクロミック結晶からの近接場光の空間分布を用いて，光検出の独自のプロトコルを用

いて，組み合わせ幾何学の基礎にあるシューベルト多項式の生成に成功した(Fig. 1(a),(b))[2]．この結果は，順序

認識を含めた意思決定問題解決に有用であると考えている．しかし，近接場光の空間分布により生成したシュー

ベルト多項式の性質は未解明であり，その数理的分析や特徴理解は応用システムに向けて重要と言える．そこで

本研究では，フォトクロミック結晶の近接場計測に基づいたシューベルト多項式の多様性を，人工的に生成した

他の信号源等と比較考量した． 

まず，(1) 近接場光領域で計測した光子数分布を 8  × 8 の領域に分割し，各領域における光子の生成確率を

求め，その上でシューベルト多項式を2 × 106個生成した．また，(2) 計算機上で生成した乱数によって生成した

擬似的な光子数分布，及び (3) 一様な光子生成確率を想定し，(1)と同数のシューベルト多項式を生成した(Fig. 2)．

(1) では約 1.5 × 104個の固有パターンを得た．これは，(2)の擬似乱数による場合よりも約5倍多い．また，(1) の

空間分布を人為的に乱すと(surrogate)，シューベルト多項式の多様性は低下する．すなわち，フォトクロミック

結晶を介した一定の光学的相関が，シューベルト多項式の優れた多様性を産み出していることが分かる．また，

固有パターンの発生頻度にも特徴が見られる．今後，フォトクロミック結晶と局所励起によるパターン生成をも

とに多本腕バンディット問題の解決に向けた基盤を整備すると共に物理現象の解明や現実問題への応用も視野に

入れ研究を進めていく． 
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